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Ⅰ新技術の解説

１要旨

自然条件下で栽培されたリンドウの葉片を材料とした増殖技術を開発した。

(1) 葉片を採取する時期は、葉が豊富で採取しやすい展葉期で、採取部位は上位葉が優れる。

(2) 葉片からのカルス形成とカルスからのシュート形成を誘導するために培地に添加する植物成長調
整剤の濃度は、ホルクロルフェニュロン1.0mg/l、NAA0.1～1.0mg/lの組合せが適する。

(3) 葉片由来培養株と母株との間において、形態的特性に変異は確認されない。

２期待される効果

(1) 維持、保存を要する母株の損傷を極力抑えて、簡便にクローン苗を得ることができる。

(2) 優良個体の維持・増殖に利用できる。

(3) 圃場で発見された優良個体について、種子固定の必要が無く簡便にクローン増殖が可能となるた
め、栄養系品種の育成に有効な手法となる。

３適用範囲

県下全域

４普及上の留意点

系統、個体によって葉片からのシュート形成率、増殖率は異なる。よって、対象とする個体が栄養系品
種として培養増殖に適するか検討する必要がある。
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